
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男鹿市教育委員会 

子どもたちからの提案 「エコクッキング」 

ごみを減らすために、今まで捨ててしまっていた食

材を調理しておいしく食べることができました。みな

さんも今まで捨ててしまっていた食材を使える料理を

試してみてください。 

子どもたちからの提案  「生ごみの水切り」 

生ごみの水切りをすると、ごみの量が減り、ごみを燃やしやすくもなります。 

ごみの量が一番多い８月と燃えるごみに含まれる水分量が多い２月に水切り強調月間

を設定して、男鹿市民みんなで取り組むといいと思います。 

【船越小の発表より】 

【北陽小の発表より】 

子どもたちからの提案  

「使い捨てする物は買わない、もらわない」 

生活を見直して「使い捨て」する物は、 

買わない、もらわない生活を徹底しよう。 

【脇本第一小の発表より】 

子どもたちからの提案は 

まだまだあります。裏面も 

ご覧ください。 

市内全小学校の６年生が取り組んできた、ごみ減量に 

ついて考える学習の成果の発表会が１１月２９日に開催されま 

した。発表会では、ごみ減量化に向けた提案が数多くありまし 

た。子どもたちからの提案を紹介します。 

「ごみ減量化」についての 

子どもたちからの提案です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                

男鹿市教育委員会 

子どもたちからの提案 「雑ごみは“古紙の日”に」 

 雑がみは、燃えるごみの日ではなく、「古紙の日」に出して、リサイ

クルする量を増やそう。雑がみや古紙を入れる箱や袋を準備すると、意

識して分別できます。 

「雑がみ」とは・・・お菓子の箱、メモ用紙、ほうそう紙 等 

        家庭にある紙製品のほとんどがリサイクルできます。 

子どもたちからの提案 「生ごみを肥料に」 

 生ごみから肥料を作ることができます。 

生ごみの量を減らすことができますよ。 

子どもたちからの提案 「給食は完食」 

 給食を残さず食べて、学校から出るごみを減らします。 

【美里小の発表より】 

【船川第一小の発表より】 

【払戸小の発表より】 

子どもたちの「学習のまとめ」より 

ごみの減量化は、自分たちでもできますが、大人の協力も必要です。 

小さいことでも、家族みんなで協力して、続けることが大切だと思いました。 

エコバッグを使う、不用品を材

料にした物づくり等、子どもたち

からの提案はまだまだありまし

た。ぜひ、家族みんなで楽しみな

がら「ごみ減量化」に取り組んで

みてください。 


